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あらまし：本研究では，学習者の教室外での情報入力を支援するために，SNS（Social Networking Service）

である Twitter，メール，クラウドサービスである Evernote で入力・送信した情報が LMS（Learning 

Management System）である Moodleに集約・表示される Moodleアドオンを試作した．このアドオンを利

用することで，学習者はフィールドワークなどの PCが使えない教室外での活動時であっても，日常的に

使用しているツールを使って情報を入力し，講義で利用しているMoodle上でほかの学習者と共有できる． 
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1. はじめに 

近年，LMS を利用した教育実践が数多く行われて

いる．それらは LMS の長所を活用することを重視

しているが短所は考慮していないため，短所による

影響を受けて LMS の長所を活かしきれていない場

合がある．本研究では LMS の「学習に関連する情

報を管理・保持することができる」という長所を活

かしつつ，「インターフェースがユーザーフレンドリ

ーではなく，情報の入力が容易でない」（1）（2）という

短所を他のツールで補完する機能を開発した．具体

的には，SNSである Twitter で投稿された情報，メー

ルで送信された情報，そしてクラウドサービスであ

る Evernote で保存された情報を LMS である Moodle

の活動モジュール上に一覧で表示し，同時にその情

報を Moodleに保存するアドオンを試作した. 

 

2. LMSを利用した教育実践とその特性 

LMSとは Learning Management Systemの略であり，

大学の講義を支援するシステムとして，多くの大学

で導入されている．LMS を利用することで課題や履

修者の管理，講義と関連する資料の提示，掲示板を

利用した情報の共有や学習者同士のディスカッショ

ンが可能となり，事務的作業の負担を減らし，学習

者同士の交流を支援することができる．  

 一方で LMS を導入しても必ずしも活用できてい

ないこともある．例えば，LMS の掲示板上での学習

者同士の活発な交流の促進を目指しても，期待した

交流が発生せず，その結果，LMS はファイルや成績

データの保存場所という使われ方になってしまうこ

とも少なくない．Feshchenko ほか（2015）は複数の

大学を対象として，LMS と SNS の教育利用に対す

る教員・学習者の意識調査を行った．その結果，LMS

の強みとして「Organization of educational process（教

育プロセスの明確化）」が可能である点が挙げられた

一方，LMS の弱みとして「Unfriendly interface（使い

にくいインターフェース）」が教員・学生の双方から

挙げられていた（3）． 

 学習活動の中でも，特に学習者自身による入力が

必要となる情報共有などの場合，LMS のインターフ

ェースの使いにくさが障壁になると考えられる．た

とえば他の学習者と情報共有したいと学習者が感じ

ても，情報の入力にかかる手順が煩雑であることに

より，学習活動の遂行が妨げられる可能性がある．

一方，LMS の強みである過去の情報の検索性や情報

を管理できることは共有された情報の管理という点

で利点が大きい． 

 

3. Moodleアドオン「SharedPanel」 

LMS は情報共有において，情報の管理には適して

いる一方，情報の入力には適していないということ

になる．LMS の強みを情報共有において活かすため

には，情報入力を簡便化する必要があり，その解決

策のひとつとして「LMS 以外の入力に適したツール

で入力した情報が LMS に集約・表示され，保持さ

れる」ことが考えられる．すなわち，SNS，メール，

クラウドサービス等の学習者にとって LMS よりも

入力しやすいツールで入力・送信した情報を LMS

で管理することが有効である．本研究ではそれを可

能にする Moodle アドオン「SharedPanel」の試作を

行った．  
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3.1 情報の入力（SNS, メール，Evernote） 

情報を入力する各ツールでの入力方法は下記である． 

<Twitter>Twitterでは 140字までのテキストや画像

を投稿できる．Moodle のコースで共有したい情報を

投稿すると，その情報は Moodle に集約される．た

とえば，各講義や活動で事前に任意で定めたハッシ

ュタグ（#class0210_03 など）をつけた上で投稿する

ことで，Moodle でそのハッシュタグをつけた投稿の

みを集約することができる． 

<メール/Evernote>メールでは本文に Moodle のコ

ースで共有したい情報を入力し，事前に定めた特定

のメールアドレスに送信することで，情報が Moodle

に集約される．Evernote では，共有したい情報をノ

ートに入力し，共有機能からメールを選択，特定の

メールアドレスに送信することで，情報が Moodle

に集約される． 

3.2 情報の集約・保持（LMS） 

Moodle の活動モジュールとして設置された

「SharedPanel」を開くと，Twitter，メール，Evernote

で入力・送信した情報が一覧で表示される（図 1）．

一覧表示される投稿には，ユーザー名（送信者名）・

共有した情報・タイムスタンプ・添付画像などが含

まれる．集約された情報は Moodle 内に保存される

ため，情報が入力されたサービス上でデータが削除

された場合でも，過去に表示した情報はプルダウン

メニューから選択して再表示することができる． 

3.3 利用方法と機能 

<フィールドワークでの利用>地域の危険な場所

を把握するマイハザードマップ作りなどのフィール

ドワークでは，情報や写真の記録のために紙・クリ

ップボード・付箋・カメラなど必要に応じて異なる

ツールを利用する．その場合，情報を活用する際に

は各ツールの情報を統合する必要がある．一方，現

在，多くの学生はインターネットに接続可能なスマ

ートフォンを所持している．本アドオンを使用すれ

ば，各学生がスマートフォンで Twitter，メール，

Evernote のいずれかのツールで情報を入力・送信す

るだけで，入力された情報を他の学生の情報も含め

て Moodle 上で一元管理することが可能となる．ま

た，図１の一覧表を印刷して，同一フォーマットで

情報ごとにカード化することで，フィールドワーク

後のブレインストーミングの素材などとして利用で

きる． 

＜WEB 上のリソース共有＞日常生活の中で講義

と関連するニュースやブログ記事などの WEB 上の

リソースを見かけることは多い．しかしながら，そ

のリンクをコピーし，LMS にログイン，コースペー

ジを開き，掲示板に投稿するというユーザーフレン

ドリーとは言い難いプロセスを踏ませることが，学

生の情報共有を阻害する可能性が高い．本アドオン

を使用することで，各学生で Twitter，メール，

Evernote から好きな自らが使いやすいツール上でニ

ュースなどの WEB 上のリソースを入力・送信した

情報を Moodle に集約することができる．ニュース

記事などにはこれらのツールを利用するためのボタ

ンが設置されていることが多いため，WEB 上のリソ

ースの画面上の操作だけで，Moodle に情報を集約す

ることができる． 

 

4. 今後の展望 

今後，このアドオンを Moodle の公式サイトなど

で公開したい．また，フィールドワークなどを担当

している教員に実際に利用をしてもらい，利用した

ユーザーのコメントなどを元により改良を進めてい

きたい．また e ポートフォリオシステムである

Mahara などでもこの機能を開発することで，日々の

学びを科目横断で記録できるようにしたい． 
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図 1：Moodleアドオン「SharedPanel」利用イメージ 
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